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冬のマッチング強化祭開催報告
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官民連携プラットフォーム冬のマッチング強化祭

開催期間 ： 2026年1月15日～2月27日（計４４日間）

開催目的 ： 官民連携プラットフォームにおいて、サポート体制の強化をはじめ通常とは異なる、

課題登録の機会を創出することで、会員自治体が「課題登録への第一歩を踏み出す

きっかけ」をつくるとともに、官民マッチングの活性化を図る。

開催概要
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開催概要（実施内容）

① 課題登録 重点テーマの設定

テーマ設定により、テーマに関連する企業等がプラットフォームを注視することで、

短期間において数・質ともに、よい提案を受けられる可能性が高い効率的な機会を生み出します。

② 課題登録サポートの実施

課題登録に不安や悩みを感じている自治体を対象として、個別にサポート支援を実施します。

③ 課題-提案マッチングサポートの実施

運営事務局が登録いただいた自治体の課題に対する提案促進のため、

必要に応じ、仲介人として、課題に対して提案が受けられるようサポートを実施します。

④ 特設サイト開設による課題の露出拡大

キャンペーン対象となる課題の登録状況をより分かりやすく発信できるよう、

本キャンペーンに特化した特設サイトを設けることで、情報発信を高めていきます。

⑤ 自治体・企業双方の新規会員誘致

優良なソリューションや実績をもつ企業を中心に新規会員の誘致を実施し、

キャンペーン期間を契機として、より質の高いプラットフォーム環境を整えていきます。
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実施結果

 課題登録募集テーマ

NO.1 地域にチカラを生む「産業振興」 ～地域のしごとを増やし育てるまちづくり～

NO.2 地域の資源を磨く「観光活性化」 ～訪れる人に魅力あるまちづくり～

NO.3 安心して暮らせる「子育て支援」 ～子育て世帯が住みやすいまちづくり～

160課題

自治体サイド

課題件数

企業サイド

意見交換希望数（マッチング数）

４3件

（テーマ別 内訳）

観光活性化 10件 産業振興10件 子育て支援10件 その他10件

２２0提案
提案件数

（テーマ別 内訳）

観光活性化 10件 産業振興10件 子育て支援10件 その他10件
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160課題

課題件数（総数）

１２３課題 （対総数７６.9%）

９９課題 （対総数61.9%）

うち企業より提案のあった課題件数 <提案１件以上>

うち複数の企業から提案のあった課題件数＜提案２件以上>

実施結果

はじめて
課題登録した自治体数

32自治体

課題登録自治体数

48自治体
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特定の施設（物件）を対象とした利活用募集

⇒廃校校舎・使用されなくなった公共施設（物件）の利活用者の募集

一方で、道の駅や観光施設等、一定の収益性が見込める既存施設改善や、施設検討提案は活発であった。

・部活動・地域クラブ等の指導者や運営者の募集

・企業版ふるさと納税の支援

⇒既に組成されている企業版ふるさと納税に対して、寄付者を募る宣伝形式のもの。

・地域内の企業を主な対象とした既存の枠組みへの参加企業の募集

⇒特に地域内の事業者参画を想定したもの。

自治体の皆様へ（官民連携PFをより効果的に活用いただくために）

多くの課題に対して提案がついておりますが、提案のつかない課題もございました。

提案のつかなかった課題の傾向については、以下の通りとなります。

企業からの提案がつきにくい課題
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① 「1千万円寄付してくれる企業を募集しています」

② 「資金調達に困っていて、1千万円を集めるため多様な手法を検討しています」

自治体の皆様へ（官民連携PFをより効果的に活用いただくために）

企業からの提案がつきやすい課題のイメージ

① 「独立採算で運営できる観光施設の運営者を募集しています」

② 「独立採算可能となる観光施設の運営手法・リニューアルの検討をしています」

ゴールに向けて様々な手法が存在します。

まずは、多様な手法に対する知見を広げていくコミュニケーションも効果的です。

最終的なゴールが同じでも、②の場合、企業から様々な選択肢やノウハウを得ることもできます。



8

地域課題の解決に向けて
地方創生SDGs官民連携プラットフォームは

これからも引き続き皆様にお役立ていただける機会を創出して参ります。
このマッチング強化祭を機会に

ぜひ日頃より官民連携プラットフォームをご活用いただき、
地域の課題解決にお役立ていただければと思います。
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